
 

 

紙ストロー以外の代替品でプラスチックストローを削減する方法とは 
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私たちは先行研究調査で、世界的に進められているプラスチックストローから紙ストローへ移

行する動きに対して反対意見があることを知った。その原因には紙ストローの使用感があまり

良くないことや製造過程での環境負荷が大きいことなどが挙げられた。そこで環境を守りつつ

より多くの人が快適に使える新しい代替品を調べることにした。独自に行った調査から、紙ス

トローの耐久性の低さに抵抗を感じている人が多いことがわかった。そのため私たちは様々な

素材で作られたストローの耐久性を比較する実験を行った。結果として米ストローが新しい代

替品として最適だと考えたが、どのストローにも長所と短所が見られたため、より良い活用方

法についてこれからも検討していく必要がある。
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Ⅰ．はじめに

現在、世界では地球温暖化が深刻な問題になっ

ている。その原因はプラスチックの利用拡大に

伴い、大気中への二酸化炭素の排出量が増えた

ことや、ポイ捨てなどの不適切な処分方法など

が挙げられる。これは地球温暖化だけでなく海

洋プラスチック問題も引き起こし、海に生息し

ている生物の命を脅かしている。そこでプラス

チックごみの量を削減するために、多くの企業

がプラスチックストローを廃止して紙ストロー

へ移行する動きを進めた。しかし、一部の人は

紙ストローの舌触りの悪さや、耐久性の低さの

ために紙ストローの使用に抵抗を感じていた。

それだけでなく、紙ストローは製造過程や廃棄

する際に生じる二酸化炭素排出量がプラスチッ

クストローと比べて 4.6倍にもなると言われてい

る。先行研究により、現在紙以外で作られてい

る代替品には、ステンレス製のストローや竹製

のストロー、草ストロー、米ストロー、ガラス

ストローなどこの他にもたくさんあることが分

かっている。そこで私たちはこれらを比較し

て、どのストローが新しい代替品として最も適

しているか調べることにした。 

Ⅱ．研究方法 

多くの人が不快感を感じる原因である耐久性に

ついて調べる実験を行った。 

ⅰ）実験に使用するストローについて 

私たちはインターネットで紙ストロー以外の代

替品を製造している企業にメールでコンタクト

を取り、ストローの提供を依頼した。24社にメ

ールを送信し、返答があった 12社のうち７社か

ら実際にストローを提供してもらうことができ

た。今回の実験に使用したストローは、阿部幸

製菓株式会社さんのパスタストロー、合同会社

HAYAMIさんの草ストロー、株式会社UPayさ

んの米ストロー、江戸川物産株式会社さんの米

ストローとコーヒーストロー、株式会社アミカ

テラさんの竹ストロー、日本ストロー株式会社

さんのバイオマスストローの計７種類である。

これらのストローと株式会社セリアさんの紙ス

トローを使用して耐久性を比較した。 

ⅱ）デジタルフォースゲージについて 

今回の実験で耐久性を計測するためにデジタル

フォースゲージという機械を用いた。デジタル

フォースゲージは圧縮、引張、剥離、摩擦係数

など力の測定に使用されるものである。この機

械の先端部にある計側軸に力をかけることでそ

の力を測定することができる。今回私たちはこ

れを計測スタンドに取り付け、手動でレバーを

引いてデジタルフォースゲージの先端部が土台

につく直前の値を耐久力として測定した。  



 

 

図１ デジタルフォースゲージ 

ⅲ）実験の手順について 

続いて実験の手順について説明する。まず、７

種類のストローと紙ストローをそれぞれ３本ず

つ用意する。次にそれらを炭酸飲料水に浸し、

10分、20分、30分の時間に分けて取り出し、

デジタルフォースゲージで圧力をかけて耐久性

を測定する。（図２，３）今回実験に使用した

炭酸飲料水は、学校の自動販売機で購入したキ

リンホールディングス株式会社のキリンレモン

である。この実験は２回に分けて行い、１回目

は草ストローとパスタストローと紙ストローの

耐久性を測定し、２回目の実験で残りのストロ

ーの耐久性を測定した。ストローを浸す液体を

炭酸飲料水にした理由は、１回目の実験の際に

ストローをただの水と炭酸飲料水の両方に浸し

て実験を行ったところ、炭酸飲料水に浸してい

たパスタストローだけ中から液体が逆流してく

るのが観察された。そのため、他のストローで

も同様になにか影響が出るのかどうかを調べる

ために、液体を炭酸飲料水だけに絞って実験を

行った。また、すべてのストローを実際に班員

で使用してみて、使用感や飲料の味への影響が

ないかも調べた。

 

図２ デジタルフォースゲージで耐久性を測定

している様子 

 

 

図３ ストローを炭酸飲料水に浸している様子

 



 

図４ 草ストロー（写真上）、パスタストロー

（写真下）

 

図５ 左から米ストロー（江戸川物産）、コー

ヒーストロー、竹ストロー、バイオマスストロ

ー、米ストロー（UPay） 



 

Ⅲ.探究内容 

次に、先程示した手順によって得られた実験の

結果を説明する。以下、江戸川物産株式会社さ

んの米ストローを米ストロー①、株式会社

UPayさんの米ストローを米ストロー②と表記

する。結果は表１のようになった。紙ストロー

やパスタストローは時間が経過するに従って耐

久性も急激に低下した。しかし、その他のスト

ローは数値は減少したもののその差は僅かであ

った。また、草ストローや米ストローなど一時

耐久性が増すものもあった。そして、実際にこ

れらのストローを使用してみて、パスタストロ

ーは表面がふやけて吸いにくかったが、その他

のストローは特に問題はなかった。コーヒース

トローや竹ストローは飲んでいるときに原材料

特有の香りがしたため、飲料の味に多少の影響

があった。 

 

表１ 実験結果 

 実験前 10分後 20分後 30分後 

紙 23N 16N 6N 6N 

草 8N 10N 10N 8N 

パスタ 28N 10N 9N 3N 

米① 11N 10N 9N 10N 

米② 128N 135N 82N 108N 

コーヒー 8N 8N 8N 8N 

竹 10N 9N 7N 7N 

バイオマス 23N 19N 19N 18N 

注：Nは力の大きさを示す単位で数値が大きほ

ど耐久性が強いことを意味する。 

 

Ⅳ.考察 

ⅰ）米ストローの有用性について 

私たちは紙ストローに代わる新しいプラスチッ

クストローの代替品には米ストロー②が最も適

していると考えた。米ストロー①はライスレジ

ンという米由来のバイオマスプラスチックを原

料としているのに対し、米ストロー②の原材料

は米70%とコーンスターチ 30%のみで、添加物

も入っていない完全植物由来のため、茹でたら

パスタのように食べることもできる。したがっ

て、米ストロー②はより環境負荷が少ないスト

ローであると考えた。また使用後は細かく砕い

て植物の肥料にでき、燃えるゴミで捨てても二

酸化炭素の排出量が抑えられるという利点もあ

る。米ストローの原料となる米はくず米や古米

などを使用しているため、フードロス削減にも

繋がっていて多方面で SDGs に貢献しているス

トローであると言える。プラスチックストロー

と比べると値段が高いという欠点はあるが、そ

れを除けばプラスチックストローの代替品とし

て最適なストローだと考えられる。 

ⅱ）実験方法の改善案について 

今回の実験では耐久性、使用感、飲料に与える

影響という観点から各代替品を比較した。より

多くの人がこれらの代替品を積極的に使用すれ

ばプラスチックごみを削減することができ、地

球環境の改善につながるだろう。しかし、今回

の実験だけでは一人ひとりが代替品を選択する

際の情報としては不十分である。そのため、私

は人々の代替品選択に役立つ結果が得られるよ

うに、専修大学の神原理教授によって行われた

「エコストローの商品評価」の実験を参考に今

回の実験の改善案を提案する。一つ目の改善点

は、実験項目を増やすことである。新たにスト

ローの色移りのしやすさ、飲料水のかき混ぜや

すさ、コストという項目を追加するべきだと考

える。私たちは今回無色透明の炭酸飲料水でし

か調べなかったが、実際にストローがよく使わ

れる飲み物はコーヒーなどの色の強いものや、

フラッペやシェイクなどかき混ぜながら飲むも

のもある。どの飲料にも対応するためにはこれ

らの観点から比較する必要がある。また、コス

トの高さは全ての代替品に共通するデメリット

であったため、この点についても人々が選択す

る際の大きな要因となり得るだろう。二つ目の

改善点は、実験に使用する飲料の種類を多様化

することである。先に述べたようなものだけで

なく、温かい飲料でも実験を行うべきだ。私た

ちは普段冷たい飲み物を飲むときしかストロー

を使わないが、障害のある人は温かい飲み物も

ストローを使って飲むことがあるようだ。すべ

ての人が使えるストローを見つけるためには温

度の差による影響も考慮する必要がある。三つ

目は耐久性に関する実験の方法の改善である。

今回私たちは各試行をそれぞれ一回ずつしか行

わなかったが、もっと繰り返し実験を行えばよ

り正確な数値が得られるはずだ。またデジタル

フォースゲージで圧力を測定する際に、人為的

にレバーを下ろして力を加えたため、全てのス

トローに一定の力が加えられたとは言えない。

この問題を解決するために、人の手ではなく重

りなどを使って一定の力が加わるようにするべ

きである。そしてそこで得られた値をただ比較

してしまっては、パスタストローのように実験



 

前の数値だけ見ると耐久性があるように見えて

しまうものもあるため、時間経過による変化率

を比較したほうが良いと考える。最後に四つ目

として、学校などでなるべく多くの人に本実験

に参加してもらい意見を集めることが必要だと

考える。そうすればより客観的で偏りの少ない

結果を得ることができるだろう。以上四点を改

善すれば、より多角的な視点からそれぞれのス

トローを比較することができ、代替品選択の際

にとても効果的な判断材料になると考えられる。 

Ⅴ.まとめ 

今回の実験を通して、それぞれのストローの特

徴を見つけ出し総合的に判断した結果、完全植

物由来の米ストローがプラスチックストローの

新たな代替品として最も適していると考えた。

しかし、これはあくまでも私たちの班の主観的

な考えに過ぎないため、今回得られた結果をも

とに各飲食店はそれぞれの用途やニーズに合わ

せて活用し、プラスチック削減に取り組むべき

だと考える。そして消費者である私たちも自分

に合ったストローを選択し、積極的に活用する

ことが大切である。それを実現するためにも考

察で紹介したように実験の幅を広げて、新しい

代替品の普及に貢献したい。また、現在洗って

繰り返し使える「マイストロー」というものが

販売されている。これも様々な種類が展開され

ていて、ステンレス製やシリコン製、ガラス製

等がある。これらを常に持ち歩いていればスト

ローを貰う必要がない上に、繰り返し使うこと

でプラスチックごみの削減に大きく貢献できる

と考える。これらは小さな行動に過ぎないが、

全員が問題意識を持ち行動を改善すればきっと

大きな成果を得られるはずだ。将来よりよい社

会で暮らしていくために、社会全体でプラスチ

ック削減に取り組んでいきたい。 
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